一 ある 人々 

わたし はこの 世の中に ある 人々 の ある こと を 知って 

いる。 それらの 人々 は 何 ごと も 直覚 するとと もに 解剖 

してし まう。 つま リー 本の 薔薇の 花 は それらの 人々 に 

は 美しい とともに ひ つ きょう 植物学の 教科書 中の 

薔薇 科の 植物に 見える ので ある。 現に その 薔薇の 花 を 

折って いる 時で も。 …… 

ただ 直覚す る 人々 は それらの 人々 よりも 幸福で ある _ 

まじめ 

真面目と 呼ばれる 美徳の 一 つ は それらの 人々 (直覚す 

ると ともに 解剖す る) に は 与えられない。 それらの 



躍の 空中に 捉えた 花束ば かりで ある。 L-home est 

rien と 言わない にもせ よ、 わたしたち は 「人と して」 

は 格別 大差の ある もので はない。 「人と して」 のボォ 

ドレ エル は あらゆる 精神病院に 充ち 満ちて いる。 ただ 

はな 

「悪の 華」 や 「小さい 散文詩」 は 一 度 も 彼らの 手に 成つ 

たこと はない。 

五 2 + 2 = 4 

2+2 = 4 という こと は 真実で ある。 しかし 事実上 

プラス 

+ の 間に 無数の 因子の ある こと を 認めなければ なら 



ぬ。 すなわち あらゆる 問題 はこの + のうちに 含まれて 

いる。 

六 天国 

もし 天国 を造リ 得る とすれば、 それ はた だ 地上に だ 

けで ある。 この 天国 はもち ろん 茨の 中に 薔薇の 花の 

咲いた 天国であろう。 そこに はまた 「あきらめ」 と 称 

する 絶望に 安んじた 人々 の ほかに は 犬ば かりたくさん 

歩いて いる。 もっとも 犬になる こと も 悪い ことで はな 

ヽ 



は 何 ごとに も 容易に 飽くことを知らない。 一 人の 女人 

イデ ェ せきちく 

や 一 つの 想念 や 一 本の 石竹 や 一 きれの パン をい やが 上 

にも 得ようと している。 したがって それらの 人び とほ 

ど ぜいたくに 暮らして いるもの はない。 同時に また そ 

れらの 人び とほ ど みじめに 暮らして いるもの はない。 

それらの 人々 はいつ の 間に かいろい ろの ものの 奴隸に 

なって いる。 したがって 他人に は 天国 を 与えても、 I 

I あるいは 天国に 至る 途を 与えても、 天国 はついに そ 

れらの 人々 自身の ものに なること はでき ない。 

たよく そうしん 

「多 欲 喪 身」 という 言葉 は それらの 人々 に 与えられる 

であろう。 孔雀の 羽根の 扇 や 人 乳 を 飲んだ 豚の 仔の 料 



理 さえ それらの 人び とに は それだけ では 決して 満足 を 

与えない ので ある。 それらの 人々 は 必然に 悲しみ や 苦 

しみさえ 求めずに はいられない。 (求めず とも 与えら 

れる 当然の 悲しみ や 苦しみの ほかに も) そこに それら 

き みぞ 

の 人々 を 他の 人々 から 截リ 離す 一 すじの 溝 は 掘られて 

いる。 それらの 人々 は 阿呆で はない。 が、 阿呆 以上の 

阿呆で ある。 それらの 人々 を 救う もの はた だ それらの 

人々 以外の 人々 に 変わる ことであろう。 したがってと 

うてい 救われる 道 はない。 



いに よるので ある。 「拈華 微笑」 の 昔 はもち ろん、 百 数 

十 行に 互る 新聞記事 さえ 他人の 気 もちと 応じない 時に 

がてん 

はとうて い 合点ので きる もので はない。 「彼」 の 言葉 

を 理解す る もの はいつ も 「第二の 彼」 であろう。 しか 

しその 「彼」 もまた 必ず 植物の ように 生長して いる。 

したが つ て ある 時代の 彼の 言葉 は 第二 の ある 時代の 

「彼」 以外に 理解す る こと はでき ないで あろう。 いや、 

ある 時代の 彼 自身 さえ 他の 時代の 彼 自身に は 他人の よ 

うに 見える かもしれ ない。 が、 幸いに も 「第二の 彼」 

は 「彼」 の 言葉 を 理解した と 信じて いる。 

(昭和 二 年 七月) 
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